
平成28年7月15日（金）

市民参加型モビリテ マネジメント市民参加型モビリティ・マネジメント
「まち歩かんね、クルマ減らさんね運動」まち歩かんね、クルマ減らさんね運動」

の立ち上げと今後の展望

日本工営株式会社 山口 晋弘（★）、辻 健太郎

九州地方整備局 建政部 森 賢二

九州地方整備局 福岡国道事務所 塚原 浩司、草野 裕一

★印：発表者

はじめに０，はじめに
運動論というテーマに照らし合わせると・・・

「まち歩かんね、クルマ減らさんね運動」（まちクル運動）とは、
運動参加者（一般市民）が、「みんなで少しずつクルマを減ら
して公共交通を使って、もっとまちを歩こう！」という目的を
もった集団行動を目指したものである。

今回は、平成２７年度に立ち上げた「まちクル運動」について、紹介する。

１．「まちクル運動」の背景まちクル運動」の背景
２．「まちクル運動」の立ち上げと

「まちクル運動推進協議会」の発足
「まちク 運動 初年度 組結果３．「まちクル運動」の初年度の取組結果

４．今後の展望
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１，「まちクル運動」の背景１， まちクル運動」の背景

3

１ １ 福岡市の位置づけ
※人口・世帯数は、福岡県・福岡市における公表値（平成28年6月1日）

１．１，福岡市の位置づけ

福岡市中心部

【福岡県】
人口：約510万人
世帯数 約222万世帯

【福岡市】
人口：約155万人
世帯数 約78万世帯

福岡県の約3割

世帯数：約222万世帯
面積：約5,000㎞2
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世帯数：約78万世帯
面積：約343㎞2



１ ２ 福岡市中心部における現状１．２，福岡市中心部における現状

福岡市中心部の公共交通の利便性が高い。

福岡市中心部 市営地下鉄

天神地区

博多駅

天神駅

西鉄福岡駅

博多駅
周辺地区

天神南駅西鉄福岡駅

周辺地区

西鉄天神大牟田線
JR線

鉄道網バス交通ネットワーク
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鉄道網交通ネットワ ク
（平成26年7月）
資料：福岡市

１ ２ 福岡市中心部における現状
9.8% 11.8%

2.0%
30.8% 15.5% 30.1%

昭和58年

（5,930.3）

鉄道 バス タクシー 自動車 二輪車 徒歩

１．２，福岡市中心部における現状

福岡市中心部では、クルマ利用によ
る様々な交通問題（渋滞等）の要因

13.4%

14.1%

8.0%

8.3%

1.5%
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37.8%

42.2%

15.1%

15.6%

24.1%

18.6%

平成5年

（6,585.7）

平成17年

（6,657.1）る様々な交通問題（渋滞等）の要因
となっている。

1.1%

※カッコ内はトリップ数（単位：千トリップ／日）

図：市内における代表交通手段別の人の動きの推移
（引用）第４回北部九州圏パーソントリップト調査

渡辺通４丁目交差点（福岡市中央区天神）
堅粕１丁目

交差点

天神地区

凡例
＜主要渋滞箇所＞

：箇所
：区間

博多駅

六本松交差点（福岡市中央区六本松）

荒江交差点

博多駅
周辺地区
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原交差点

荒江交差点

図：福岡県の主要渋滞箇所（平成25年1月）



１ ３ 福岡モビリティ マネジメント推進連絡会（F k POMM）の発足１．３，福岡モビリティ・マネジメント推進連絡会（Fuku‐POMM）の発足

福岡市中心部の
公共交通の利便性が高い。

福岡市中心部では、クルマ利用による様々な
交通問題（渋滞等）の要因となっている。公共交通の利便性が高い。 交通問題（渋滞等）の要因となっている。

利便性の高い公共交通の活用 直轄国道 みならず周辺道路を含めた面的

平成１６年度より福岡市中心部におけるモビリティ・マネジメントを推進
・利便性の高い公共交通の活用
→「かしこいクルマの使い方」

（モビリティ・マネジメント）

・直轄国道のみならず周辺道路を含めた面的
な対策が必要
→「他機関との連携」

福岡モビリティ・マネジメント推進連絡会（Fuku‐POMM※）を発足

平成２１年３月

福岡 リティ ネジ ン 推進連絡会（ ）を発足
※Fuku‐POMM：Fukuoka‐ Platform On Mobility Management

表：Fuku‐POMMの構成主体（平成28年6月時点）

学識経験者 京都大学教授、東海大学教授

交通事業者
福岡市交通局（鉄道）、西日本鉄道株式会社（鉄道）
九州旅客鉄道株式会社（鉄道）
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まちづくり団体 We Love 天神協議会、博多まちづくり推進協議会

行政 九州地方整備局、九州運輸局、福岡県、福岡市

１ ３ 福岡モビリティ マネジメント推進連絡会（F k POMM）の発足１．３，福岡モビリティ・マネジメント推進連絡会（Fuku‐POMM）の発足

【Fuku‐POMMの５つの施策】
①P＆Rの利用促進 【Fuku‐POMMの開催】①P＆Rの利用促進
②公共交通乗換マップの活用・更新
③転入者MM
④都市交通マスタープランの策定・施策展開

【 開催】

関係機関が主体となって実
施する取組に関する情報
共有・意見交換を実施④都市交通 タ ラ 策定 施策展開

⑤自動車に対するデ・マーケティングキャンペーン
共有 意見交換を実施

■福岡エリア公共交通ガイド ■福岡・公共交通おでかけグッズ
（福岡市へ転入してきた方に配布）

■パーク＆ライド ■啓発活動（街頭、イベント）
（福岡市へ転入してきた方に配布）

博多駅前広場

天神（ライオン広場）
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２，「まちクル運動」の立ち上げと
「まちクル運動推進協議会」の発足「まちクル運動推進協議会」の発足
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２ １ 「まちクル運動」の立ち上げ２．１，「まちクル運動」の立ち上げ
平成２１年度以降 「公共交通の利用促進」を中心とした関係機関の取組の情報共有

平成２４年度以降 更なる公共交通の利用促進に向け平成２４年度以降 更なる公共交通の利用促進に向け、
「公共交通の利用促進」＋「中心市街地の活性化」
が一体となった方策実施に向けた意見交換

平成２６年度 まちづくり団体を含めた関係機関との連携強化として平成２６年度 まちづくり団体を含めた関係機関との連携強化として、
①一元的に情報配信する仕組みの構築
②一般市民を含めたサポート体制の確保
を目指した新たな取組の実施を提案

有機的な１つの運動体
としての機能を目指した新たな取組の実施を提案

「まち歩かんね クルマ減らさんね運動」（まちクル運動）の立ち上げ

平成２７年１２月

「まち歩かんね、クルマ減らさんね運動」（まちクル運動）の立ち上げ

まちクル運動の目的（社会的な意義）
この運動は 参加者みんなで少しずつクルマを減らして公共交通を使って もっとまちを

（試行開始）

この運動は、参加者みんなで少しずつクルマを減らして公共交通を使って、もっとまちを
歩こう！という運動である。みんなが少しずつ取り組めば、まちが賑わって渋滞もなくなり、
環境もよくなって、みんなが健康にもなるなどの「いいこと」がたくさんある。また、運動の
参加者に対し、様々な楽しみを準備・提供することで、継続参加の確保を目指す。
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参加者に対し、様々な楽しみを準備 提供することで、継続参加の確保を目指す。



２ ２ 「まちクル運動」の仕組み２．２，「まちクル運動」の仕組み
 

①一元的に
情報配信す
る仕組み

②一般市民② 般市民
を含めたサ
ポート体制

③参加する楽
しさと共に継しさと共に継
続参加を促す
仕組み
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２ ２ 「まちクル運動」の仕組み ①一元的に情報配信する仕組み２．２，「まちクル運動」の仕組み ①一元的に情報配信する仕組み

Facebook

・「まちクル運動」のホームページより運動
に係る関係機関の情報を発信

・SNS（ソーシャル・ネットワーキング・シス
テム）の活用（Facebook、Twitter）

ホームページ

Twitter

12



２ ２ 「まちクル運動」の仕組み ① 元的に情報配信する仕組み２．２，「まちクル運動」の仕組み ①一元的に情報配信する仕組み

フリーパブリシティ
・「まちクル運動」の周知活動としてポ
スタ チラシを作成 配布スター、チラシを作成・配布

・作成・配布には、関係機関の協力を
得て、フリーパブリシティ（無償の広
報 施報）により実施

ポスター チラシチラシ
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２ ２ 「まちクル運動」の仕組み ② 般市民を含めたサポ ト体制２．２，「まちクル運動」の仕組み ②一般市民を含めたサポート体制

・「まちクル運動」には交通系ＩＣカードを活用して会員登録を実施
→参加回数等を把握→参加回数等を把握

・運動に参加することにくじ引き形式で1等～5等のノベルティを提供
→参加する楽しさと共に継続参加を促す。

初めての方は、別途、必要事項
（名前（ニックネーム）、メールア
ドレス 住所等）を記載

登録完了

ドレス、住所等）を記載

ピッ！

パソコン画面上でスロットが回って1等～5等
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が表示



２ ２ 「まちクル運動」の仕組み ③参加する楽しさと共に継続参加を促す仕組み２．２，「まちクル運動」の仕組み ③参加する楽しさと共に継続参加を促す仕組み
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２ ２ 「まちクル運動」の仕組み ③参加する楽しさと共に継続参加を促す仕組み２．２，「まちクル運動」の仕組み ③参加する楽しさと共に継続参加を促す仕組み

ノベルティは、関係機関の協力によりご提供
いただいた物品を参加者に提供いただいた物品を参加者に提供
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２ ２ 「まちクル運動」の仕組み ③参加する楽しさと共に継続参加を促す仕組み２．２，「まちクル運動」の仕組み

・会員証（Ｚカード）では、広げて宣言文の記載が可能
・また 参加回数等にあわせて 会員の階級を上げる仕組み

③参加する楽しさと共に継続参加を促す仕組み

また、参加回数等にあわせて、会員の階級を上げる仕組み
→参加・継続の意欲を高める工夫

広げる

新入会員 中級会員

運動参加 の宣言文ペ ジを準備し運動参加への宣言文ページを準備し、

手書きで宣言できる仕組み
上級会員 マスター会員
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参加回数、アンケートへの協力回数に

あわせて階級が上がる仕組み

２ ３ 「まち歩かんね クルマ減らさんね運動推進協議会」の発足２．３，「まち歩かんね、クルマ減らさんね運動推進協議会」の発足

・まちクル運動の実施主体として発足まちクル運動の実施主体として発足
・協議会員はFuku‐POMM構成主体と同じ
・実施項目は以下の通り
→試行運用中の運動実施→試行運用中の運動実施
→モニタリング結果を踏まえた効果検証
→将来の運営体制に向けた協議・調整

写真：発足式（H28.3.14）

学識経験者 京都大学教授 東海大学教授

表：Fuku‐POMMの構成主体（平成28年6月時点）

学識経験者 京都大学教授、東海大学教授

交通事業者
福岡市交通局（鉄道）、西日本鉄道株式会社（鉄道）
九州旅客鉄道株式会社（鉄道）

まちづくり団体 天神協議会 博多まちづくり推進協議会まちづくり団体 We Love 天神協議会、博多まちづくり推進協議会

行政 九州地方整備局、九州運輸局、福岡県、福岡市

持続可能な運動実施を進め くため 役割分担 運営体制 構築
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持続可能な運動実施を進めていくための役割分担、運営体制の構築



３，「まちクル運動」の
初年度の取組結果初年度の取組結果
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３ １ 「まちクル運動」の初年度の取組内容３．１，「まちクル運動」の初年度の取組内容

・会員登録活動を平成27年12月の試行開始から全4回実施
・取組評価として WEBアンケート 会員アンケート（2回）を実施取組評価として、WEBアンケ ト、会員アンケ ト（2回）を実施

【会員登録活動】

1回目：12月27日（日） 2回目：1月16日（土） 3回目：2月7日（日） 4回目：3月14日（月）

【各種調査】【各種調査】

WEBアンケート（一般住民） 会員アンケート（1回目） 会員アンケート（2回目）

・会員への登録依頼
概要

・会員への登録依頼
・取組評価
・参加意向 等

・目標設定
・移動に対する意識調査 等

・目標達成状況
・今後の参加意向 等

実施 平成28年1月26日 平成28年2月10日 平成28年3月1日
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実施
期間

平成28年1月26日
～平成28年2月1日

平成28年2月10日
～平成28年2月22日

平成28年3月1日
～平成28年3月14日

回収数 4,928名 165名 128名



３ ２ 「まちクル運動」の初年度による取組結果３．２，「まちクル運動」の初年度による取組結果

37%

本登録
214名（37％）

仮登録・平成27年12月から全4回の試行運用を実施

63%

本登録 名

全会員の内、37％が交通

358名
（65％）

※本登録 現地に 交通系 Cカ ド 登録を行 た会員

・WEBからの会員募集を含め約570名の会員を
獲得

572
80

90

600

700

会員数：約５７０名

本登録(214名)

仮登録(358名)
系ICカードの登録を実施※本登録：現地にて交通系ICカードの登録を行った会員

※仮登録：ホームページから登録を行った会員

10
2

14

376

469

484

548

551

551

572

50

60

70

400

500

600

累
計
会

会
員
数
（本
登試行運用

試行運用
２月７日
参加：８７名

試行運用
１月１６日

51 53
64

1177

247

376

30

40

200

300

員
数
（
人
）

登
録
者
数
）
（人
）

試行運用
１２月２７日
参加・登録：６１名

試行運用
３月１４日
参加：２５名
（登録：２１名）

参加：８７名
（登録：７８名）

１月１６日
参加：６２名
（登録：５５名）

20

12

63 66

119 119

0

10

20

0

100

月
2
5
日

月
2
6
日

月
2
7
日

月
2
8
日

月
2
9
日

月
3
0
日

月
3
1
日

月
1
日

月
2
日

月
3
日

月
4
日

月
5
日

月
6
日

月
7
日

月
8
日

月
9
日

月
1
0
日

月
1
1
日

月
1
2
日

月
1
3
日

月
1
4
日

月
1
5
日

月
1
6
日

月
1
7
日

月
1
8
日

月
1
9
日

月
2
0
日

月
2
1
日

月
2
2
日

月
2
3
日

月
2
4
日

月
2
5
日

月
2
6
日

月
2
7
日

月
2
8
日

月
2
9
日

月
3
0
日

月
3
1
日

月
1
日

月
2
日

月
3
日

月
4
日

月
5
日

月
6
日

月
7
日

月
8
日

月
9
日

月
1
0
日

月
1
1
日

月
1
2
日

月
1
3
日

月
1
4
日

月
1
5
日

月
1
6
日

月
1
7
日

月
1
8
日

月
1
9
日

月
2
0
日

月
2
1
日

月
2
2
日

月
2
3
日

月
2
4
日

月
2
5
日

月
2
6
日

月
2
7
日

月
2
8
日

月
2
9
日

月
1
日

月
2
日

月
3
日

月
4
日

月
5
日

月
6
日

月
7
日

月
8
日

月
9
日

月
1
0
日

月
1
1
日

月
1
2
日

月
1
3
日

月
1
4
日

月
1
5
日

ＷＥＢからの
会員募集

アンケート調査
（１回目）

アンケート調査
（２回目）
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本登録者数 本登録者数（仮登録済み） 累計会員数

本登録者数 本登録者数（仮登録済み） 累計会員数

３ ２ 「まちクル運動」の初年度による取組結果（ ケ ト調査）３．２，「まちクル運動」の初年度による取組結果（WEBアンケート調査）

・福岡県内在住の方にWEBアンケート調査を実施
・「まちクル運動」ホームページを見てからの評価とともに会員登録依頼を実施「まちクル運動」ホ ムペ ジを見てからの評価とともに会員登録依頼を実施
・運動に対して約６割の評価を得るとともに、約３５０名の会員を獲得
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図 運動に対する評価 図 運動 の参加意向
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図：運動に対する評価 図：運動への参加意向



３ ２ 「まちクル運動」の初年度による取組結果（会員向けアンケート調査）３．２，「まちクル運動」の初年度による取組結果（会員向けアンケ ト調査）

・「クルマ利用削減目標時間」において、回答者の約６割が達成
※利用削減した方の平均削減時間は、１人あたり１週間で約２時間

回答者の約９割以上から継続的な参加意向を得る とができた・回答者の約９割以上から継続的な参加意向を得ることができた。
・交通系ICカードポイントとの連動や運動に参加できる機会増加の要望があった。

今査 今
年
度
の

成
果

アンケート調査（１回目）
平成28年2月10日～22日

回答者数：165名

目標達成のた
めの期間
約3週間程度

アンケート調査（２回目）
平成28年3月1日～14日

回答者数：128名

62.79% 37.21%
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クルマ利用削減時間

達成 未達成

N=86

N：回答数

7.8%

0.8%

今後の参加意向
回答数128人

55.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

交通系ICカード（nimoca）のポイン

トと連動すべき

運動に参加できる機会（イベント

今後、運動で実施してほしい取組 回答数：128人

58.51%

49 11%

41.49%

50 89%

公共機関利用時間

徒歩回遊時間

N=94

N=112

26.6%

約91％
43.0%
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運動に参加できる機会（イベント
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運動に参加した時にもらえる商品
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49.11%
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どちらとも言えない あまり参加するつもりはない

図：目標の達成状況 図：今後の参加意向

1.6%その他

図：運動で実施してほしいこと

３ ２ 「まちクル運動 の３．２，「まちクル運動」の
初年度による取組結果

初 度 結初年度の結果は、

ホームページを通して

会員に ドバ ク会員にフィードバック
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４，今後の展望
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４ 今後の展望４，今後の展望

福岡市中心部の渋滞改善 更なる公共交通の利用促進 中心市街地の活

【平成２７年度】

・福岡市中心部の渋滞改善、更なる公共交通の利用促進、中心市街地の活
性化等を図るべく「まち歩かんね、クルマ減らさんね運動」（まちクル運動）を
立ち上げ、試行運用を開始した。
会員登録活動 より 約 名 会員を得る とが きた・会員登録活動により、約５７０名の会員を得ることができた。

・クルマ利用削減に貢献する等の成果が得られることを示すことができた。

【今後の展望】 集団行動として成功させるために・・・

・まちづくり団体、交通事業者と連携した会員登録活動の充実
・会員登録の拡大に向けた仕組みの改善（ノベルティの拡充等）
・継続的な運動実施のモニタリングによる効果の分析・検証・継続的な運動実施のモニタリングによる効果の分析・検証
・継続的に運営できる体制構築・役割分担に向けた関係機関との協議・調整
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メ ロ ちかまる

ご清聴ありがとうございます。

メコロ ちかまる
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ご清聴ありがとうございます。


